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ドイツの脈管学
ピュ Jレツブ、Jレグ大学のパウアーアイゼン教授が監修し， 8大学の生理学教室か
ら13人のドイツ脈管生理学の権威者たちが分担して書かれている。 目次をみる
と血圧・血流・脈波の生理と測定法(動脈系:エjレランク三ン大学，ヴェッテラー
ら)，毛細管の微細構造(ゲッチンゲン大，ウォルフ)，末柏、血行の機構と機能(ピ
ユJレツブ、Jレグ大，ハウク)，脳の血流測定，各部分の血流，血流調節機構(ケルン
大，ヒルシュ)，冠血流と代謝，諸種作用因子(デュッセルドルフ大，ロホナー)， 
胃，腸，醇，牌，肝，腸間膜の血流(ピュ Jレツブ、Jレグ大， }レツら)，腎の血流と自
働調節(ミュンへン大，ツラウ)，皮膚および筋の血流(マーブ、 Jレグ大，ゴーレン
ホーフェン)，胎児および胎盤の血流(ハノーパー大，パートレスら)などがあり，
はじめの 3章が総論，あとの 7章が各論になっている。
ドイツの生理学者たちの手になるといっても，もちろん世界各国の報告に目が
ゆきとどいており，またヒト，動物を問わず，形態学，機能学を関わず，広い視
野で文献が精査されており，最も新しいものは 1971年初頭のものにまで及んで
いる。ドイツ脈管学の今日のレベルを示すものといってよく，また実にわかりや
すい図が多く盛り込まれていて，理解しやすいまとめとなっている。
たとえば脳についていえば，測定法について図 2，全脳血流と酸素消費量(ヒ
ト)について表 1，図 1，脳各部(実に 27カ所にわたっている)について表 1，
脳の毛細管について表 1，図 1，血流調節については pO幻 pC02，pH，血圧，
血液粘調度，血管運動などに分けて，図 9，この項全体で 40頁， 引用文献 238
となっている。
なおこの本は第 1部にあたるのだそうで，第 2部としては静脈還流の血行力
学，血管平滑筋の生理，さらにまとめの章として，循環の調節と統合などを大題
目として，目下執筆・編集中であるという。値段の高いこと， ドイツ語であるこ
となどから，しりごみをなさる方もあるかも知れないが，一読をおすすめしたい
本である。 
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